
2    目  標  達  成  計  画
事 業 所 名 ： グループホーム　えがおの花大釜
作 成 日 ： 令和3年2月2日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 36
対応や言葉遣いなど、まだまだ不十分で反省
する点がある。

排泄の誘導時など、その人のプライバシーを損
ねないような声掛けなどを心掛ける。

12 か月

2 49
コロナウイルスの為、外出は行っておらず、Ｄ
ＶＤを使った体操やレクなどをしている。

外出ができるようになった際は、積極的に外出を
行う。それまではＡＤＬ低下を防ぐため、積極的に
体操やレクを行う。

12 か月

3 38 職員の都合を優先してしまう時がある。 入居者のペースに合わせ支援を行うようにする。 12 か月

4 13
コロナウイルスの為、研修の中止や人員の調
整がうまく取れず、参加することが出来なかっ
た。

積極的に研修に参加できるよう人員調整を行う。 12 か月

5 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

毎月の会議などで、各職員に対応などどう
だったか8表。反省点などを記録に残し、改善
を図る。

いつも同じような体操やレクではなく、入居者
の興味のある物や今までと違うものを取り入
れるなどし、コロナウイルス終息まで乗り切
り、外出が可能になった際は、イベント以外で
も散歩やお買い物など積極的に外出するよう
にする。

【目標達成計画】　

全て入居者のペースは出来ないが、本人の
希望を尊重し、余裕をもって声掛けをする。

コロナウイルスが落ち着いた際は、積極的に
研修等に参加できるよう、シフト調整などをし
て参加をする。

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取組み内容
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